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平成３０年 ２月２３日（金曜日）午前１０時００分 開議 

○議長（埴渕賢治） 

 ただ今から平成３０年第１回鹿追町議会臨時会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。本日の議事日程はお手元に配布のとおりであります。 

     日程１      会議録署名議員の指名 

○議長（埴渕賢治） 

 日程１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第１２５条の

規定によって５番、加納茂議員、６番、上嶋和志議員を指名いたします。 

     日程２      会期の決定について 

○議長（埴渕賢治） 

 日程２、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。本臨時会の会期は本日１日間としたいと思います。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（埴渕賢治） 

 異議なしと認めます。本臨時会の会期は、本日１日間と決定をいたしました。 

     日程３      諸般の報告 

○議長（埴渕賢治） 

 日程３、諸般の報告を行います。議長としての報告事項は、お手元に配布のとおりであ

ります。内容をご覧の上ご了承願います。次に、監査委員から定期監査結果報告書が提出

されました。その写しをお手元に配付してありますので、ご参照下さい。これで諸般の報

告を終わります。 

 日程４      行政報告 

○議長（埴渕賢治） 

 日程４、行政報告を行います。田弘志町長。 

○町長（田弘志） 

 平成３０年第１回鹿追町議会臨時会が開催されるにあたりまして、諸般の報告を申し上

げます。２９年１２月８日、十勝総合振興局の永山副振興局長がおいでになりました。道

における組織体制についてのご説明がございました。これは各地域に分散されている現業

所等々の技術職員を各振興局に統括、統合するという話であります。特に今回のこの統合

については道路あるいは河川関係の技術職員の本庁に一括するということでありますけれ
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ども、この理由としては近年、道庁職員の任用をした場合に合格通知をしてもですね、最

後に就職をしてくれる職員というのは約６０から７０ということで、多くが合格しても勤

務をしてくれない。職員の採用状況が非常に厳しい状況にあるとそうした中にあって特に

職員については２８年の災害等々の対応についても、各地域に分散をしている職員体制で

は到底対応することができないということから、本庁各振興局に統合することによって機

動性を持たせるという考え方であります。これらのことについては十勝町村会としても当

面の方法としては理解をするにしても、いわゆる各地域が過疎の状況、そうした状況の中

で道の各機関がですね、そういうことをした場合、かつて保健所、行政がそういう状況に

あったわけでありますけれども、同じようなことを道はやろうとしているのかというお話

をいたしております。これについては決してそうではないということでありますけれども、

いずれにしても統合せざるを得ないというお話でありますけれども、町村としては職員の

採用状況が好転をした時に、また各地域にですね分散をされている機能に戻すということ

でお願いをしたいということで申し入れを強くしているところでございます。１２月の１

９日、陸上自衛隊鹿追駐屯地第５旅団司令に対して防衛要請をしております。これについ

ては鹿追駐屯地の維持拡充及び自衛隊官舎の早期建設ということでお願いをしているわけ

でありますけれども、新しい官舎につきましては、平成２９年度に用地取得、３０年実施

設計をし、３１年、３２年、３３年ということでの３年での完成を予定をしているという

ことでございます。これについてはできるだけ早くですね建設完了をしてほしいという申

し入れをしているところであります。然別演習場のしょう舎につきましては３０年建設着

手をして、３１年完成の予定ということでありますから、来年の夏ごろには完成をする予

定になっているところであります。１２月の２０日、水素実証事業等についての打ち合わ

せをしたところでありますけれども、これについては水素実証事業者、エアウォーターの

方からですね、おいでをいただいて今後の方向性について協議をしたわけでありますけれ

ども、２７年度から５年間で実施をするわけでありますけれども、これは３１年度までの

実証事業ということでございますので、その後どういうふうにしていくのかということに

ついての事業者としての考え方、そして本町としてのですね考え方について協議をしたと

ころでありますけれども、いずれにしても５年間実証事業が終われば、実験としたいう期

間については終えるわけではありますけれども、しかしながら今日的なですね水素社会、

ＣＯ２削減、低炭素社会実現ということからいえばですね、到底この実証事業が実を結ぶ

という状況にはないということからですね、あの施設、素晴らしい施設を造っているわけ
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でありますけれども、これで終わったのではですねやはり巨額の投資をしてプラントを造

ったということから考えるとその価値というものについての評価についても考える必要が

あるなということでございまして、その辺についてお話をしたわけでありますけれども、

今後については本町としてはですね、トラクターに搭載をできるような、そういう実験を

続行してほしいという申し入れをしたところでございます。いずれにしてもこれをですね

３１年後維持をしていくということになれば、年間その維持費が１億数千万かかるという

ことになります。今の水素の需要等々を考えるとですね到底生産ベースに乗るというもの

でもないわけでありますから、そういう意味ではそうした状況になるまでですねやはり実

験という形での実証を続けてほしいというお話でいるわけであります。ご案内のように今、

電気自動車が非常に普及をしてきているということであります。特に海外におけるですね

電気自動車というのはガソリン自動車はこの中国ですか。その辺では生産を停止をすると

いう強硬なことがあってですね、日本の自動車メーカーもいわゆる電気自動車、ＥＶ自動

車の開発に重点を置きはじめているということでありまして、若干ＦＣＶという水素自動

車が遅れをとっているような状況である中での今の実証実験になっているということであ

りますから、今後についてはさらにですね事業者、そして環境省ともですねこれらについ

て詰めてですね、無駄にならないように、国費の無駄にならないようにですねしっかりと

した体制で運営をする必要があるんではないかということでの申し入れをしていきたいと

いうふうに思っています。１２月の２２日、各叙勲の伝達式を行なっておりますけれども、

２９年の春、秋の叙勲等で贈られた方の伝達を行なっておりますけれども、旭日双光章の

佐藤茂さま、甲斐利勝さま、瑞宝単光章、松浦優さま、瑞宝単光章等の伝達を行なったと

ころであります。３０年１月１７日に第３８回全国中学校スケート大会への参加者の報告

がございましたけれども、これは中学校の鹿追中学校から、それから瓜幕中学校の参加者

でありますけれども、本町からもですね全国大会に北海道の大会を勝ち抜いて参加を７名

したところでございます。町としてもできる限りの応援をするということでのエールを送

ったところでございます。１月２５日、バイオガス事業推進協議会市町村長懇談会という

ことで農林水産省の方で実施をしております。これは全国の自治体で作っている協議会が

主催をして毎年ですね、農林水産省と今後のバイオガスの推進等々についての話し合いを

しているわけでありますけれども、まず一つはやはりバイオガス、家畜ふん尿を由来とす

るバイオガスが北海道でも非常に多く普及をしてきている状況の中で、これらがですね円

滑に運営をしていくためには、やはりＦＩＴの適用というのは極めて重要であるというこ
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とでこれについてもですね価格の維持と同時にですね各送電線にしっかりと乗れるように

ご配慮いただきたい。特にこの家畜ふん尿等々については平成１６年にできた排せつ物処

理法に基づいて各農家がですね現在処理をしているというのがほとんどでありますけれど

も、やはりこれでは不十分ということから、このバイオガス処理が普及をしてくるだろう

し、そのことによってですね、生産性も上がる。あるいは生活環境も向上するということ

であって、これは農水としての姿勢としてですね今後とも支援をしていただきたいという

お話をさせていただいているところでございます。今のところですね国は３９円、消費税

入れて４２円１９銭ですか。この金額を変えるという意思はないようでありますけれども、

エネルギー庁の方ではですね、エネルギーという対応からみると太陽光等々、非常に下が

ってきていると下げているという状況。それからプラントにしてもですねやはり近年は安

い価格でできているということからですね、変更を検討する必要があるという委員のです

ねご意見もあるということについては農水の方からの報告で知ったところでありますけれ

ども、いずれにしても農水としては今の段階では変えるという意思はないということでご

ざいました。１月２８日、クールチョイス最先端リポートのロケーションが行われており

ます。これはＰＲのためのですね録画ＶＴＲの録画でありますけれども、これは環境省の

方がですね実施をした事業でありますけれども、全国５カ所、北海道、秋田、福島、静岡、

長崎とこの５カ所を指定をしてですね、今後のクールチョイス等々の先端技術ということ

で全国にネットで紹介をするいうことでありまして、本町では家畜ふん尿の由来、水素サ

プライチェーン事業等々ですね録画をして、放送というか配信というかこれについてはち

ょっとここに情報入っておりませんけれども、いずれにしても全国に向けて配信をされる

ということでございます。これで２名のタレントが来てですね録画を、私は現場行ってお

りませんから承知しておりませんけれどもそういう状況の中で撮影をされたようでありま

す。農業農村整備に関する意見交換会・懇談会が１月の２９日、札幌でされております。

これは今の農地基盤整備等々に関する国の３０年度における当初予算、それと２９年の補

正予算等々の状況についての農林水産省の説明会でありますけれども、私も農地再編協議

会の役員としてここに出席を要請されての参加でありますけれども、いずれにしても農地

再編にについて本町にあってはですね３０年に一応終了する予定になっております。今後

はですねこの再編という事業が継続をされるかどうかということについては若干、まだ不

透明でありますけれどもいずれにしても基盤整備の重要性等々については強く関係団体か

ら要請をさせていただいたところであります。２月の１日、主要懸案事項説明会を実施を
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しておりますけれども、これは８日間にわたって町内１３カ所において行いました。今年

はですね昨年よりも若干多い参加者がございました。１６８名、ほとんどがですね農村地

域の方でありますから結構たくさん集まっていただいて本町の現在行なっている事業、そ

して３０年に行うべき事業等々についての説明をし、ご意見をいただいたところでありま

す。この中で特にですね本町の状況の中で若い後継者等々、ほとんどが代替わりをしてい

るんですけれども、その人たちからの要望としては、いわゆるネット環境の整備というこ

とで光を全面的に農村の方にですね使えるように、そういう環境を作ってほしいというお

話がございました。これについては、かつて総務省がですね全国津々浦々まで光ネットを

作るということでの補助があったわけでありますけれども、今それは法律としてはあるけ

れども予算は全くないという状況の中で、これからどういうふうにしていくのかというこ

とでありますけれども、本町は各学校にですねタブレットの配布をしております。従って

各学校については全て環境ができているわけでありますから、それにプラスアルファ、さ

らにプラスをすればですねあるいはそういうことが可能ではないかということで今、担当

の方ではこれらの勉強をしてですね、できれば国の方の支援を受けることができればです

ねそういう環境の作っていくということについても考えるということであります。２月２

日、うりっ子ルームの保護者の方が来庁しました。これは瓜幕には学童保育所がない、あ

るいは塾がない。そうしたところで子どもたちは生活をしていると。できるならばそうい

う環境が必要ではないかということからですね、現在、保護者によってのいわゆるうりっ

子ルームとしての運営がされているわけであります。これについては町としては人件費の

一部をですね支援をする形でやっているわけでありますが、瓜幕の子どもたちの多くがで

すねここには参加をしております。いわゆる保育にかける児童ということでありませんか

ら、普通の鍵っ子と呼ばれない方もですねここには参加をして太鼓をしたり、あるいは英

語を習ったり、あるいは体操をしたりという生活を送っているわけでありますけれども、

このことについては行政としてもですね非常に大事なことと、地域社会でのそうした環境

を作るということで新年度からはですね、ここには専任の職員の配置をするという考えで

おります。これについては当面、地域おこし協力隊の職員でこうした能力を持っている方

をですね配置をするという予定であります。ただ学童保育というような形での運営になる

と運営面に若干の不都合が出てまいりますので、できるならばある程度の幅を持ってです

ね運営ができるようなということで保護者と話し合いをしているところでございます。２

月７日、陸上自衛隊第１空挺団を囲んでの交流会を実施をしておりますが、空挺団の方か
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らはですね１５４名のつわものが集まっていただきましたけれども、残念ながら天候の関

係でですね降下訓練はできませんでしたけれども、今回は都合で空挺団長の来町はありま

せんでしたけれども、大隊長ほかですね隊員の方は本町での思いやりというか、訓練の協

力等々について大変感謝をしておりましたことをお伝えをしたいというふうに思っていま

す。２月１３日、０１農業塾東京移動塾が実施をされております。これについては毎年実

施をしているわけでありますけれども、この日はですね私は行けなくて副長に代理をお願

いしておりますけれども、国会議員の世話をいただきながら各省庁との橋渡しをしていた

だいて、当日は生産局の推進室、あるいは畜産総合推進室、経営局保険数理室、生産局の

牛乳乳製品課等々からですね、課長あるいは企画官等々がおいでをいただいて本町の青年

に対して今抱えている諸問題についてのお話とともに今後国としてどういう方向にこれら

の課題を解決しようとしているのかについてのお話があったようでございます。大変有意

義な時間ということでありまして、この日はですね石川香織議員の協力もいただいて農水

産省等々の橋渡しをお願いをしたということで心から感謝を申し上げたいというふうに思

っております。２月１９日、２９年度鹿追消防団の第２分団の水槽付消防ポンプ自動車の

入魂式を実施したところであります。これについては皆さま方、ご出席をいただきました

のでご案内のとおりでありますけれども、瓜幕地域にですねいわゆる泡等々による新しい

機能を持った２台目の自動車が入ったということでありまして、大きく防災のためにです

ね貢献するものと考えているところであります。以上、行政報告に代えさせていただきま

す。ありがとうございました。                                                                       

○議長（埴渕賢治） 

 これで行政報告を終わります。 

     日程５ 議案第１号 鹿追町表彰条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（埴渕賢治） 

 日程５、議案第１号、鹿追町表彰条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし

ます。本案について、提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

議案第１号は、鹿追町表彰条例の一部を改正する条例の制定についてであります。はじ

めに提案理由を申し上げます。現在功労表彰は自治、社会、産業の３部門に区分されてお

りまして、教育文化、スポーツ関係は社会功労部門に規定されているため今後は教育文化

部門を独立した功労表彰に規定したいとするものであります。提案内容をご説明いたしま
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す。「鹿追町表彰条例の一部を次のように制定する。」といたしまして、第４条は功労表

彰の規定であり第４号ア、イとしまして、教育文化功労部門を加えるものであります。附

則は、施行期日の規定であり、「この条例は、公布の日から施行する。」とするものであ

ります。以上、鹿追町表彰条例の一部を改正する条例の制定についてをご説明申し上げま

した。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（埴渕賢治） 

 これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（埴渕賢治） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（埴渕賢治） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第１号を採決します。こ

の採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（埴渕賢治） 

挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

     日程６ 議案第２号 平成２９年度鹿追町一般会計補正予算（第１０号）につ 

               いて 

○議長（埴渕賢治） 

 日程６、議案第２号、平成２９年度鹿追町一般会計補正予算（第１０号）についてを議

題とします。本案について提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 議案第２号は、平成２９年度鹿追町一般会計補正予算（第１０号）となるものです。「平

成２９年度一般会計補正予算（第１０号）は、次に定めるところによる。」といたしまし

て、第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出にそれぞれ１，０３７万円を追加し

まして、総額を７３億３，５０１万３千円とするものであります。補正予算の内容につき

まして、歳出９ページよりご説明申し上げます。農林費、農業費、農業用水事業費の繰出

金で下水道特別会計へ３９７万円の追加、款項、商工費、商工業振興費の公有財産購入費
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で私用地を含めます土地購入費で２２０万円の追加、土木費、都市計画費、公園緑地費の

委託料で（仮称）美蔓貯水池焼肉ハウス実施設計で２２０万円の追加、教育費、保健体育

費、体育振興費の委託料で鹿追運動公園スキー場ロッジ実施設計で２００万円の追加であ

ります。次に歳入、前ページからご説明いたします。款項目、繰越金の前年度繰越金で１，

０３７万円の追加であります。以上、一般会計補正予算（第１０号）についてご説明申し

上げました。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（埴渕賢治） 

 これから質疑を行います。１番、山口優子議員。 

○１番（山口優子） 

 議案９ページ、教育費、保健体育費、体育振興費、鹿追運動公園スキー場のロッジの件

なんですけれども、このロッジの改修は要望が多かったのでとても良いことだと思います。

鹿追運動公園スキー場は身近なスキー場として親しまれていまして、初心者や初級者、そ

りすべりの幼児もたくさん来ていますので子どもたちにも使いやすいようなロッジにして

ほしいと思います。特にトイレは子ども、幼児にも使いやすいように幼児用の踏み台や幼

児用の便座、また親子一緒に個室に入れるような広さが必要かと思います。あとオムツ替

えの台や着替えのための台、フィッティングボードなども付けるように検討してほしいと

要望します。質問ですけれども現在のリフトの対応年数はあと何年ぐらいでしょうか。ま

たメンテナンスすれば使い続けられるものなのかどうかお伺いします。 

○議長（埴渕賢治） 

 浅野社会教育課長。 

○社会教育課長（浅野悦伸） 

 はい。リフトの対応年数の関係なんですけれども、今ちょっと書類を持ち合わせていな

いものですから後で調べてご報告させていただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

○議長（埴渕賢治） 

 再質問、山口優子議員。 

○１番（山口優子） 

 はい。数年前にも要望してリフトに握るためのグリップを付けていただいているんです

けれども、外れているものが多いのでメンテナンスをちゃんとしてほしいと思います。今

年、十勝毎日新聞に載せていただいたことや、鹿追町のスキー場はリフトが無料だよとい

うことの口コミで町外からの利用者の方というのが増えています。ナイターに行っても若
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者のスノーボーダーの人というのが結構います。ですからロッジの中に町内の飲食店の情

報ですとか、観光パンフレットなど設置すれば、町内の飲食店などにもお客さんが増える

のではないかと思います。町外の利用者が増えているというその一方で、鹿追町民でも高

尾山でスキーをしたことがないという町内の子どもたちも多いです。町内の子どもたちに

もっと利用してもらえるように学校の事業にスキー学習を取り入れることや、また若いお

母さん方からは高尾山の利用にはリフトがちょっとねと言われる、リフトの利用がネック

ですというふうに言われるんですけれども、あのリフトも２、３回練習すれば小学生ぐら

いであれば乗れるものだと思いますので、現在行われているスキー教室のほかに初めての

リフトの乗り方教室などをやってみるですとか、またいつもスキー場にいらっしゃる常連

のお客さんにリフトの乗り方をお手伝いしますボランティアみたいな形でバッチなどを付

けて周知していただくですとかそういう形も含めて検討してみてはと思うのですがいかが

でしょうか。 

○議長（埴渕賢治） 

 浅野社会教育課長。 

○社会教育課長（浅野悦伸） 

 今の山口議員のご提案ですね、関係の学校ですとかそれからスキー教室をやっている先

生方とかですね、その辺の皆さん方と協議しながら進めていけるところは進めていきたい

というふうに思っています。 

○議長（埴渕賢治） 

 他、ありませんか。９番、吉田稔議員。 

○９番（吉田稔） 

 同じ９ページのですね土地購入費、公有財産の取得費なんですけれども、これですね全

協等々含めて、るる協議をしたわけですけれども、まず取得の目的というものと併せてで

すね、今後の運営管理のあり方、遠距離でありますんでそこら辺り、取得してからという

内容等々に理解はするわけですけれども、一定区分やっぱり取得の目的だとか運営管理

等々については私もあらかじめそういうものが町民に示されないとですね、われわれも説

明責任等果たせないということもありますのでね、そこら辺りとそれと併せてですね企業

化、企業化といいますかねそういうものについての今後の見通し、それとオショロコマの

養殖場がああいう状況で水害にあったわけですけれども、これ辺りのリンクをどうして行

くのかということもね、併せてご答弁をいただきたいと。 
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○議長（埴渕賢治） 

 答弁、黒井商工観光課長。 

○商工観光課長（黒井敦志） 

 この度、通称岩松養魚場、旧福井養魚場とも言われてましたが、その所有者からですね

当該養魚場の運営を終了するにあたり、町への譲渡相談があったというのがスタートであ

ります。町としては将来のチョウザメ、そしてオショロコマの養殖候補地としての利用価

値を有するということと、水利権の移行がスムーズに進むことも含め、また当該資産がで

すね他に転売される恐れも考慮しまして今回、補正予算を提供させていただきました。今

後の利用方法などは後日、皆さまに提示したいと思っています。また全員協議会でご指摘

のありましたチョウザメ方針や計画についても先日お話がありましたので、後日提示して

いきたいと思います。また昨年、ふ化が成功したということで今後のふ化なんですけれど

も今後の計画にふ化は欠かせないものでありますので、ふ化が成功、今年するかというこ

とと生存率が判明するとより実態的なものとなると考えています。そこの正直なところふ

化の技術の確立とその生存率が大体分かることで次の展開というか、先ほど企業化という

話もありますけれども、町の役割と民の役割というのも、もう少し話が具体的になってく

るかと思います。現時点ではもう一度ふ化を成功させ生存率を高める。そして何匹残して

どう育てるかという考えでありますのでご理解いただきたいと思います。 

○議長（埴渕賢治） 

 吉田稔議員。 

○９番（吉田稔） 

 今、議会ではですね老人会との懇談会等々を開催をさせていただいている状況にあるん

ですけれども、やはり老人会等々含めて一般の町民の人方、ここのチョウザメの関係です

ね、将来的に展望どうなんだということがあり、また企業化、事業化にいつするんだとい

うようなことでの採算的な要請、要望がご意見としてあるわけですけれども、そこらで町

の責任としてですね一定区分、事業化に向けてまた企業化に向けてねいつ頃までにその指

針たるものを出すんだという状況値はやっぱり作り上げていかなければならんというふう

に私は思うわけだけれども、そこら含めてねこれ町長にお願いをしたいんですけれども、

いずれにしても町長の指針としてですね、このチョウザメ事業等々を潤沢に成功していく

ためにはねやっぱりそういった経営努力はもちろんのこと、またいろんな資本投下等々含

めてね町の責任というものが甚大にあるわけだけれども、やはりあの補助事業だどうだと
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いうよりもね、将来の見通しというものを町長自身、また町民自身が共有していくという

ことが一番大事だなというふうに思うわけだけれども、そこら辺りやっぱり町長としてね

この事業に取り組む内容等々も含めてねこうありたいと、こういう思いがあるんだという

ものと併せて数字的なね部分で私は一定区分やはり出す必要があるなというふうに思うわ

けだけれども、そこら辺り町長の所見をお伺いをしたいなと。 

○議長（埴渕賢治） 

 田弘志町長。 

○町長（田弘志） 

 お答えをさせていただきますけれども、これまでですねチョウザメの事業については議

会の皆さん方にも相当いろいろな場面でご説明をしてきたというふうに思っています。何

しろ産声をあげてね成果をというか、チョウザメとしての親として肉、あるいはキャビア

というものに到達するには非常に長い時間が、約１０年長い、キャビアとしてはそれぐら

いの時間がかかります。しかもそれらの飼養についてはねよそから持って来ての事業でご

ざいます。ですからなかなかおっしゃられるようにですね経営の方針だとかそういうもの

に対する明確なね、ものを出しかねているのが実態であります。しかし私はそういう数字

はね積み重ねて出すにしてもやはり架空のね単なる思いだけのものではいけないというこ

とで、できるだけそれに到達をするようなそういう環境を作りながら今進めているわけで

ありますけれども、先ほど予算の中でもお話した今回の養殖池の問題についても非常に大

きくなると、魚体が何メートルにもなるようなものもあるということで、その数によって

はねかなり広いそういう施設が必要になってくるということでありましてね、これらにつ

いては、私ははじめからこのぐらいの目標でドーンと投資をすることがね果たしてそれが

いいのか。できるだけ創意工夫をしながらそういう体制を作っていって、ある程度の企業

としての目標がですねできた状況の中で私はしっかりした投資をですね、大きな投資も必

要になってくるのではないかというふうに考えておりまして、今はいろいろとですねあの

手この手で可能な限りの補助金はいただいておりますけれども、これも極めて私は将来の

目標から言えばねそんなに大仕掛けのものはやっていないというふうに思っておりますけ

れども、いずれ先ほど課長の方からもお話したとおりある程度のですね将来の姿というも

のについての方針は示してまいりたいというふうに思っております。これの需要について

はね町内でも今本当にたった２件の料飲店での使用になっておりますけれども、かなりの

率でですね使いたいということで可能な限り供給をしている状況でありまして、この姿が
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ですねどんどん広がっていくということになれば、それだけの養殖の数もですね増やして

いかなければならない。それから私は老人会だとかね一般の方がいろいろとおっしゃられ

る。これは私的に言うと反対のための意見ではないと思っています。非常にこういう新し

い産業に対しての期待と、そして興味を持つということでのご意見だというふうに受け止

めさせていただいてですね、今後これらについてのＰＲ、将来はこんなふうになっていく

ぞというものもですねできる限り示していきたいとこのように考えておりますのでどうか

議員の皆さん方もね本当に本町は農業が基幹産業ですからそこで魚作る必要があるのかと

ね、まあ中には反対のためのご意見もあるというふうに理解はしておりますけれども、い

ずれにしても新しいものを作っていくということについては、そういう不明な部分、答え

がないだけにですね、ない状況の中で手探りで作っていくということになれば、多少そう

いう不備な点、疑問の点あると思いますけれども皆さま方の暖かい、私はご協力をいただ

きたい。ご理解をいただきたい。そしてできるならばオピニオンとしての役割をですね果

たしていただければありがたいというふうに思っております。以上であります。 

○議長（埴渕賢治） 

 ９番、吉田議員。 

○９番（吉田稔） 

 町長が後段言っておられた老人会等々含め一般の町民の方もね、これやっぱり危惧して、

心配をしてですね先行きの見通し等々はどうなんだといったときに、われわれ事業計画

等々もないわけですから、一定区分投資をした中で長期にわたってのね飼育をしなきゃな

らんと、養魚をしなきゃならんという部分を理解を示しているところだけれども、いずれ

にしてもやはり町長が後段おっしゃられていたその計画等々についてやっぱり町民等々と

共用していくということについてそのことに尽きるだろうなというふうに思っております

ので町長が全員協議会等で民間のそういった養殖事業者ともね、養殖のあり方等々含めて

ねもっと研究したいんだということもありますんでね、これ辺りやっぱり町民を巻き込ん

でということも一つの現れだなというふうに思うんだけれども、そういった部分も含めて

ね早い時期に一つそういった計画なり自分の思いなり、またわれわれも期待する面もあり

ますのでねそこら辺り私どもも説明責任を果たす意味合いからもね、一定区分町長の考え

方については理解をしているわけですから、これ辺り養殖事業をどんどん進めていただい

てですね、町に潤いのある活力のあるまちづくりにあげていってもらいたいという部分か

らしてもですね、答弁はいりませんけれども、そういった中身を基にですね一日も早い発
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表をできるような段階を迎えていただきたいというふうに思います。お願いをしておきま

す。 

○議長（埴渕賢治） 

他、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（埴渕賢治） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（埴渕賢治） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第２号を採決します。こ

の採決は起立によって行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

起立１０名 

○議長（埴渕賢治） 

起立多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

     日程７ 議案第３号 平成２９年度鹿追町下水道特別会計補正予算（第５号） 

ついて 

○議長（埴渕賢治） 

 日程７、議案第３号、平成２９年度鹿追町下水道特別会計補正予算（第５号）について

を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 議案第３号は、平成２９年度下水道特別会計補正予算（第５号）となるものです。「平

成２９年度下水道特別会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。」といたしま

して、第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出にそれぞれ３９７万円を追加しま

して、総額を３億２，６４９万７千円とするものであります。補正予算の内容につきまし

て、歳出１６ページからご説明いたします。管理費、施設管理費、農業集落排水施設管理

費の需用費、修繕料で鹿追浄化センターポンプ修理で３２４万円、工事請負費で公共枡新

設で７３万円のそれぞれ追加となるものです。次に歳入、前ページからご説明いたします。

繰入金、他会計繰入金、一般会計繰入金の一般会計繰入金で３９７万円の追加となるもの

です。以上、下水道特別会計補正予算（第５号）ついてご説明申し上げました。ご審議の
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上、議決を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（埴渕賢治） 

 これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（埴渕賢治） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（埴渕賢治） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第３号を採決します。こ

の採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（埴渕賢治） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

 先ほどリフトのロッジの関係のスキーの関係で浅野社会教育課長から発言、許します。 

○社会教育課長（浅野悦伸） 

 先ほど山口議員の質問の回答でございます。スキー場に関しましては平成１２年にスキ

ー場のコースの延長や何かもございまして、その時に大きく整備をいたしまして、その後

滑車の部分ですね、そこは平成２３年に交換しております。それから一番ワイヤーの部分

なんですけれども、ワイヤーに関しては対応年数が５年ということで平成２７年にワイヤ

ーの更新をしているところでございます。以上です。 

○議長（埴渕賢治） 

 よろしいですか。これで本日の日程は、全部終了いたしました。会議を閉じます。平成

３０年第１回鹿追町議会臨時会を閉会します。 

閉会 １０時５３分 

 

 


